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県北中
校内駅伝大会

９゙ ０ 11 月

10 月23 日 県北 中 学校 校内 駅伝 大 会が 開催 され ま

し た。

クラ ス毎 に編 成 され た15 チ ームが 参加 し 、 クラ

スメー トの さか んな 声援 を受 け 力走 、熱 戦 を展 開

し まし た。



財政公表

一般会計は　　　

15億3,492万7千円の支出

～平成２年度上半期の財政状況～

平
成
二
年
贋
上
半
期
の
財
政
状
況

（
九
月
三
十
日
現
在
）
を
公
表
し
ま

す
。こ

の
財
政
公
表
は
町
条
例
の
規
定

に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
、
四
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
収
入
及
び

支
出
の
慨
況
、
財
産
・
公
債
費
の
現

在
高
な
ど
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
決
算
報
告

と
同
じ
よ
う
に
、
町
民
皆
さ
ん
の
家

計
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

ま
す
。
町
の
予
算
、
財
政
か
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
総

務
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ど
な
た

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

一
　
　

般
　

会
　

計

１

の
　

歓
　

行
　

状
　

況

(歳 入)

区　　　　 分　 予轟頷｛千円｝ 収入済剿 千円） 収入季５ ）

町　　　　　　 役　　679,147　　　397.801　　　58.6

地　方　攜　与　役　　 弼,5仭　　　16,569　　　.8

利 子 割 交 付 金　　la,867　　　11,･11　　1 ｓ.0

ゴルフ場利用税交付金　　　9,7a ）　　　2　　　44.1

特別地方捕費概交付金　　　　 １　　　　　 ０　　　　０

自助車取褥稷交付金　　　42,0（1　　　.8  蹲　　　37.7

地　方　交　付　税　l,519,839　　1, 回,22s　　　72.6

交適安全対 第 特 別交付童　　　1,z 腿　　　　974　　　77.4

分袒金及び負担金　　　la,71）　　　4,75s　　　44.3

使用斜晟び手歉斜　　　3】,Iｓ　　　.  2　　　56.6

国　庫　支　出　金　　　ｓ,｛鵬　　　　8,･14　　　14.2

県　 支　 翊　 金　　| 加,313　　　　9.7　　　8.1

附　 麈　 収　 入　　25･, 蚓　　　　7.5  貶　　　2.9

寄　　 付　　 金　　　　 籾　　　　22s　　　13  第

轢　　 入　　 金　　2  諸　　　　　140　　　0.1

繰　　 鱸　　 金　　　42,3ｓ　　　･2,32s　　ｰ  8.0

篇　　 収　　 入　　　%. 4 飜　　　16,z29　　　57.0

町　　　　　　 傭　　5  記 .　　4a3, 幗　　　.5

合　　　 針　　　3  1 ｰ　　2  , 051.　　　M.!_

(歳 出)

区　 分　 予籌額{千円} 支出済翻(千円) 執行率4％】

扁　 会　 費　　　79,127　　　37,154　　　47.0

総　桃　 費　　624.453　　　3  .7　　　83,4

民　 生　1　　185,425　　　 田,?36　　　37.1

衛　 生　 賢　　3  ? 3.6　　　 一 四 , 4　　　34.6

●林水産業費　　266,606　　　81,725　　　1 〕,7

臈　Ｉ　 費　　445  ､ % ｰ　　　 醂 5.2　　　92.9

土　木　 費　　5  .　　　111,731　　　24.7

満　防　 費　　ｰ  2.7　　　 釦,191　　　43.1

曇　賣　 費　　647,845　　　2  , 0　　　32.3

災富復旧費　　　　 ２　　　　　 ０　　　　０

公　簔　 費　　199,818　　　68.9  新　　　34.5

諸 支 出 金　　253,251　　　　　0　　　0

予　龝　 費　　　6,(X刃　　　　　 ０　　　　０

脊 訃　　　3. l.　　1.5  .927　　　ボ1.9

地
　
方
　
債

卜
丿
　
状
　
刄

区　　 分　　 ９月末痩高(千円)

土　　　 木　　　　　567.4

教　　　 育　　　　　613,680

公 営 住 宅　　　　　49,145

児 童 毎 祉　　　　　　1,040

貴 林 土 木　　　　　　30.

社 会 櫑 祉　　　　　　　 －

保 釶 体 育　　　　　1 邨,038

消　　　 防　　　　　　13,949

衢　　　 生　　　　　　16.3 帥

災 害 馥 旧　　　　　60  ｰ 7

そ　 の　 鉋　　　　　5

訃　　　　　　　2  , れ 行 4

町

税
　
の
　
収

入

状

淀

区　　 分　　 予 鐔 額( 千 円) 収 入 湊 糲( 千 円3　　 収 入 串( ％)

町　 民　 暁　　　2  .6　　　131,858　　　45.7

圃 定 鬢 蘖 税　　　324  .　　　2  四　　　10.7

軽 自 助 車 醗　　　.3　　　　12,･S　　　 瓰  1.2

町 た ば こ 謾　　　5 】,892　　　　21,  4　　　41.1

特 別 土 地 保 有 鬢　　　　l,  4  制　　　　2  ,  215　　　14  曾  .6

計　　　　　6  47　　　　3  .801　　　58.6

･･･- ●･ ■･ﾐ･･ ●a ●･=ﾐｰa- 嵋- ㎜■●ss ●■a ■ ■･ ■●●● 嵋● ■-･- 一嵋● ●●･-=･ 哺,･･ ●･ ■■･ ●●･ を･･････ ●- ●･･ ■●』■s

国 民 體 療 保 豌 椶　　　0.5  Ⅳ　　　　ｰ  .517　　　5  し  ①

特

別

会

計

の

執

行

状

況

会　　計　 名 � 予籌貘（千円） ��収入済額（千円） �収入率（％〉 ��支出済額（千円） �執行率（％）

国民健齏保険特別会齡 �6  , 8 ��5.2 �49.4 ��2  匙 , 6 �34.7

老 人侫軈特別会肝 �469 ��2  之 �51.6 ��2  囲 , 2 �48.6

退水驚策施設特別会訃 �39,6 匐 ��.5 �34.1 ��10,050 �25.3

貝田柵島水遠特別会訃 �1L6  聞 ��4.6 �40.1 ��4  響 弸 �39.4

膏英事婁特別会齢 �5.574 ��2  靆 �38.1 ��1,826 �32.8

入山財産区特別会齡 �10  靆 ��4.4 �43.9 ��3  靆 �3L0

蘊田財産区特別会計 �476 ��301 �63.2 ��43 �9.0

大木戸財産区特別会齡 �2 匐 ��285 �IOI.  8 ��122 �43.6

石母田財産区特別会計 �466 ��345 �74.0 ��2(X5 �44.2

公共下水道特別会計 � ⅱ 4 , 7 ��50,425 �44,1 ��20,168 � Ⅳ .6



平成２年度表彰

晴れの受賞を祝う

～八島さ んら26 人を表彰 ～

▲受賞者の皆さん

「
平
成
二
年
度
国
見
町
表
彰

式
」
が

。
十
一
月
八
日
に
町
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は

、
長
い
間
、
地

方
自

治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
十
人
の
功
労
表
彰
者
を
は
じ
め

、
二
十
六
人

の

方
々

に
冨
永
町
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
町
表
彰
規
定
に

よ
り
．
木
町
の
政
治
、
経
済
、
産
業
、

文
化
．
杜
会
な
ど
町
政
・
各
般
に
わ
た

っ
て
、
町
政
の
振
興
、
発
展
に
叭
く

さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
で
二
十
四
回
日
夕
迎
え
ま
し
た
．

表
彰
を
受
け
た

皆
さ
ん

衣
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す

（

敬

称

略

）

‘‥
’

功

労

表

彰

◇

。こ
期

・
十

二
年

以
上

に
わ
た
・り
、

町
議
会

議
員

と
し
て

、
地

方
自

治
の

扱
興

に
貢
献

八
鳥
　
博
正

武
田
　

勉

佐
藤
　
政
一

赤
坂
　
浅
吉

斎
藤

光
吉

◇
卜
二
年
以
・
上
に
わ
た
り
、
町
選
挙

管
理
委
員
と
し
て
、
公
正
な
選
挙
の

執
行
に
貢
献

佐
藤
　
米
璞

◇
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
消
防
団

貫
と
し
て
、
消
防
防
災
に
尽
力

大
沖

利
勝

岩
城
　
爪
夫

佐
藤
　
正
明

◇
多
額
の
私
財
を
町
に
寄
贈

奥
山

忠
雄

φ
善
行
表
彰

◇
十
年
以
上
に
わ
た
り
．
町
内
会
長

と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

斎
藤
　
政
之

◇
十
年
以
Ｌ
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄

組（
口
長
と
し
て
、
納
脱
の
推
進
に
貢

献
斎
藤
　
忠
男

佑
久
間
成
美

○
町
職
員
永
年
勤
続
表
彰

◇
二
十
年
以
・上
に
わ
た
り
、
町
職
貝

と
し
て
動
統

占

田
　

孝

夬

高

橋
　

弘

信

古

Ⅲ
　

吉

夫

阿

部
　

正

渋

谷

和

洋

安

藤
　

信

男

渡

邊

ア

ヤ

ｆ

大

波

サ

ト

子

武

田
　

慶

．
わ
’

紺

野

か

ず

Ｆ

八

巻

美

技

ｆ

菊

地
　

軽

ｆ

赤

坂
　

斉



鶚？|回l　福島県縦断駅伝競走大会

がんばれ ぐにみ5
11月25日（日）　白河総合運動公園～福島県庁前

示くし ま駅 伝

参
加
…
7
7市
町
村

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
1
0
1
ｍ

‐・
郷
土
の
代
表
ラ
ン
ナ
ー
が
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
、
福
島
県
を

縦
断
す
る「

市
町
村
対
抗
第
２

回
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
」

（

ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
十
一
月
二
十
五
日
、
白
河

総
合
運
動
公
園

を
ス
タ

ー
ト
し
、
福
鳥
県
片

前
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
全
長
一
〇
一

冫

が
で
行
わ
れ
ま
す
。
国
見
町
チ

ー
ム
へ
の

ご
声
援
を
お
願

い

し
ま
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、
県
民
の
体
力

の
向
上
と
平
成
七
年
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第
恥
回
ふ
く
し
ま
国
体
一

で
の
中
・
艮
距
離
選
手
の
育
成
・
強

化
を
目
指
し
、
十
一
月
二
十
五
日
午

的
八
時
五
分
白
河
総
合
運
動
公
園
を

ス
タ
ー
ト
し
福
島

県
庁
前
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
全
長
1
1
0

一

。
。以
で
競
わ
れ

ま
す
。

今
人
会
に
は
、

七
十
七
市
町
村
か

出
場
、
女
性
ラ
ン

ナ
ー
三
人
を
含
む

十
四
人
の
郷
土
の

代
表
ラ
ン
ナ
ー
か

健
脚
を
就

い
ま
す
。

本
町
選
手
団
は
、

六
月
に
股
立
さ
れ

た
『
国
見
町
駅
伝

競
走
部
』
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、

合
同
練
習
や
合
宿

を
重
ね
、
走
力
の

向
上
と
チ
ー
ム
の
輪
を
深
め
な
が
ら
、

上
位
人
賞
を
目
指
し
、
瞰
し
い
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
福
鳥
市
高
湯
温
泉
で

第
一
次
合
宿
を
行
い
、
浄
土
平
で
の

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め
、
起

伏
ロ
ー
ド
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま

た
、
十
月
に
は
相
馬
巾
磯
部
で
第
二

次
合
宿
を
行
い
、
砂
浜
で
の
脚
力
ア
1
7

プ
を
は
か
っ
て
き
ま
し

た
。

こ
の
二
回
の
合
宿
を
通
し
て
走
力
。

持
久
力
の
養
成
と
、
個
人
練
習
で
は

得
る
こ
と
の
で
き
な
い
チ

ー
ム
ワ
ー

ク
の
強
化
を
は
か
り
、
十
一
月
二
十

五
日
の
大
会
に
臨
み
ま
す
。

チ
ー
ム
の
輪
で

上
位
入
賞
を

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
合
同
練
習
や

二
回
の
合
宿
な
ど
厳
し
い
練
習
に
耐

え
て
き
ま
し
た
。
本
町
チ

ー
ム
は
中

学
、
高
校
生
を
中
心
と
し
た
、
若
さ

と
フ
フ
イ
ト
に
あ
ふ
れ
た
チ
ー
ム
で

す
。
町
の
代
表
と
し
て
。
各
選
手
持

て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
。
上
位
入

賞
を
目
指
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、

ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

駅伝コース図

(全101km)



国見町

代表選手

紹　介
鴨 田　 由 香 選 手

(緑ヶ丘女子高3 年)

コーダ高橋　 豊 光

(旭水産･35贍)

監昔 八 巻　 忠 義

( 国見町役崎・42 歳 )

中野　 義夫 選手

(大岩機器･34臘)

村 上　俊 弘 選 手

(大・竃業･桐廱)

佐 藤　 温 史選 手

(福鳥東高2年)

鈴 木 真 由 美 選 手

(枷●社会偉●センター･23 羞)

瀬 戸　 正 人選 手

(県北中3年)

松 浦　 裕貴 選手

く県北中3年）

松 浦　 孝紀 選手

(福島北島2年)

関根　 英 樹選 手

(襠鳥工業高3年)

吉 沢 三 津 夫 選 手

(大岩柚器･26 載 )

福 鳥　 史 裕 選 手

(大岩檜器･28贍)

佐 久 間 光雄 選手

(国見竃子･24 )

佐藤　　 恵 選手

(県北中1年)

赤 坂　 幸 江 選 手

(練ヶ丘女于高３年)

佐 藤真 紀子 選 手

(県北中1年)

瀬 戸　 裕二 選手

(県北中２年)

斎 藤　 松 男 選 手

(椹鳥糎釧･49 歳 )



平成２年度

成 人 者

来年１月15日成人式

来
年
一
月
十
五
日
の
『
成
人
の
日
』

に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

者
で
す
。
た
だ
し
。
希
望
す
れ
。ぱ
国

見
町
出
身
の
町
外
在
佳
者
で
も
出
席

で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
教
育
委
員

会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

十
月
一
日
現
在
の
予
定
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
氏
名
に
誤
り
や
記
載

も
れ
が
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

■
国
見
町
教
育
委
貝
会

髫
a
2
1
1
1

内
線
２
１
１

有
線
4
1
7
1

（
順
不
同

・

敬
称
略

）

・

小
坂
地
区
　

知一
名

高

橋

博

行

商

野

梨
榮
子

高

原

敏

子

古

舘
　
　

豊

野

村

健
　
二

佐

藤

篤

志

佐

藤

傑

子

佐

藤

岬

昭

桐

澤

笑
呑
子

齊

藤

正

岬

食

藤
　
　

進

野

村

災
枝
子

野

村

政

睛

鈴

木

涼

皀

中

村

清

陸

佐

藤

岬

之

商

原

顕

宏

鴨

田

喬

織

菅

野
　
一
　
志

本
　
田

良
知
ｆ

佐

藤
　
　

光

飯
　
田

明

ｆ

本

間

俊

夲

後

藤

由
希
子

片

藤

裕

志

川
　
田

友
紀
子

膏

井
　
ル
　
ミ

鴨

Ⅲ

正
　
‐‐

古

内

竹

川

・

藤
田
地
区
　
6
1
名

佐

藤

一

春

城
　
田

英
　
和

阿

部

両

徳

野

村

哲

皀

粲
　
　

明

美

佐

籘

桃

子

参
　
　

清

処

佐

藤

笑
智
子

鈴

木

忠

子

商

鳴

美
香
ｆ

菊

地

山

叉

并

砂

孛

・ｒ

小

池

幸

男

田

口
　
明

鳧

菊

地

千

春

菊

地

芳

‥舛

佐
々
木

孝

宏

安

郎

み
え
子

高

柵

災

樹

安

藤

充

輝

μ

＆
　
　

充

児

玉
　
哲

皀

瀬

。卩
　
健

賻

増
　
Ⅲ

智
　

。

人

勝

ｔ
　
二

山

内

忠
１
ｒ

齊

藤

幸

ｒ

曳

地

余
沛
７ｒ

寺

鳥

裕
笑「
ド

商

槁

か
っ
枝

舟

山

八

之

丹

野

笂

西

徳

江

寿
　
Ｊ″゙

佐

藤

皃

鳬

佐

藤

成

川

佐

藤

”
‥

輝

斎

藤
　
　

武

剌

地

１

什

高

鳩
　
　

忍

占

内

胄

ｒ

須
　
Ⅲ

照

代

高

橋
　
　

満

松

洲

迦

抑

制

野

博

笂

佐

藤
　
　

恵

加

鵬

か

処

欠

郎

人

輔

葡

地

扣

が

Ⅲ

鵬

卍
　
弘

ｆ
　
　

佳

代

池

ｍ

亜
希
子

中

澤

聡
　
ｆ

佐
久
間

伸

也

巾

山

澄

枝

簾

（
口

哲

人

人

飃

公

４

木
　
川

麻

ｆ

田

中

連

皀

．．．

木

焚
叉
子

飯

塚

佳

織

商

橋

光

輝

・

森
江
野
地
区
　
3
1名

鈴

木

利

か

小

池

鵬
　
ご

占

田

き
よ
Ｆ

竹

片

和
　
宏

八

を

笑
　
什

佐

藤

浩
　
．川

實

沢

利

川

陛

野

浩
　ｒ

火

沢

乱

ｔ
’

蓬

川
　
　

成

菊

地

丹

樹

菊

地

眞

．．

佐

藤
　
　

心

近

江

鈔

ｆ

菊

地

賢
　
治

佐

藤

博

行

佐
久
問

成

閲

小

野

節

’ｒ

占

川

智
恵
ｒ

ぺ

を

μ

ｆ

斎

ｓ

忠

ｆ

引

地
　
　
７

佐

藤

詳

ｒ

村

ｈ

昭

ｒ

蓬

ｍ
　
躁

丿

實

沢

ｒ
貿
ｆ

恥

地

哲

雄

後

藤

ｔ
へ

余

仲

野
　
　

誠

竹

野

慎

甫
】

菊

地

伸

恥

・

大

木
戸
地
区
　
1
4
名

山
　
囗

直

処

占

山

和

皀

齋

藤

μ

也

星

野

叉
代
ｒ

松

浦
　
フ
ミ
エ

松
　
田
　
　
？

維

藤

恵

’い」

星

野

隆

義

遠

藤

敬

ｆ

後

藤

笂
山
紀

後

藤

直

子

大

内

佳

織

上

澤

正

弘

小

野

禎

寛

・

大
枝
地
区
　
1
2名

佐

藤

敦

ｆ

一
　
條

節

夫

Ｅ
　
手

由
叉
’ｒ

瀬

一
卜
　
亜
希
子

玲

木

秀

佼

鈴

木

山
ｔ
へｒ

『
桜

澤

宏

笑

至

手

宏

治

圭

手

余
緒
子

小

野

亜
欠
子

大

浪

さ
ゆ
り

鈴

木

信

子

合
計
1
4
7
名
（
男
7
2名

な
7
5名
）

藤田幼稚園

改築始まる

･~来年3 月完成~

藤

田
幼

稚

園
の
改

築
工

事
か
恥

壓

．一
．月

末

の
完
成

を
月

指
し

て

い
よ

い

よ

着
工
．

十
月

十
八

日
、

安
全

祈
噸

祭
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

圻
甌
祭
に
は
冨
永
武
夫
町
長
、
松

浦
義
男
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
幼
推

圜
闃
係
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
五

十
人
が
出
席
。
冨
永
町
長
の
く
わ
入

れ
の
あ
と
。
各
代
表
者

が
次

々
と

玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
工
事
の
安
全
と

早
期
完
成
を
听
願
し
ま
し
た
。

新
園
舎
は
、
総
工
費
約
一
億
一
千

五
百
万
円
を
か
け
て
っ
く
ら
れ
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
五
百
七
十
九
平
方
メ

ー
ト
ル
。
保
育
童
の
ほ
か
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
遊
戯
室
な
ど
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

ま
た
。
新
園
舎
は
現
園
舎
の
西
側

に
瞳
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
完
成
し
た

後
は
旧
間
舎
は
取
り
壊
し
と
な
り
、

園
庭
か
広
く
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●工事の安全を祈り力強くく わ入れする冨永町長

Ａ蘿田幼稚Ｉ 完成予想図



ふるさとの文化財
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9
わくみず

森山涌水の慣行水利

菊　池　利　雄

Ａ森山の涌水（現況）

弥
生
時
代
以
降
、
稲
作
を
中
心
に

発
艇
を
と
げ
て
き
た
わ
か
国
の
農
耕

社
会
は
、
水
絹
の
栽
培
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
、
か
ん
か
い
水
を
大
き
な

絆
と
し
た
村
落
共
同
体
を
支
え
と
し

て
営

ま

れ
、
農

民

が
こ

の
水

を
ど

の

よ
う

に
配

分
利
用

す

べ
き
か

は
、
占

い
時

代
よ

り
踏
典

さ

れ
た
慣
行

（
し

き

た
り
）

に
よ

る
と
さ

れ
て
き

た
。

中
世

末
期

、
天

文
五
年

（

一
五

ご
。

六

）
伊

達
稙

宗
に
よ

っ
て

制
定

さ
れ

た
「
呎

銜
集
」

に

は
ヽ

「
用

水

の
‘
’

、

先
規

ま

か
せ

た
る

べ
し
」

と
か

、『
水

い
さ
か

い
の
事

。
用
水

の
法

に
ま

か

せ

べ
し

』
と
し

て
、
慣

行
水

利

の
算

重
す

べ
き

こ
と

を
規
定

し
て

い
る

か
、

こ
こ

で
は

近
世
以

降

の
も
の
で

は

あ

る
か

、
若
干

の

史
料
か

残
さ

れ
て

い

る

旧

森

山

村

の

涌
水

に

つ

い
て

、

倹
行
水

利

か
ど

の
よ
う

な
も
の

で
あ

っ
た

か
、
考

察
を
加

え
て

み
よ

う

。

（
『
伊
達
家
之
漑
‥
』
）

涌
水

は
旧

森
山
村

と
西

大
窪

（
大

木

戸
）
村

と

の
境
界

付
近

、
滑
川

の

支

流
で
あ

る
涌

水
川

に
よ

っ
て
開

折

さ

れ
た

谷
底
平

地
の

谷
頭
か

ら
、
餓

富

に
湧
出

す
る
清

泉
で

あ
る
・

明

治

十

四
年

（
一
八

八

こ

に
刊

行
さ

れ

た

「
森
山
村

誌
」

に
よ

れ
ば

『
清
泉

、

東
部

涌
水
大

木
戸
村

界

二
湧
出

ス
、

災

旱

二
値

フ
モ

枯
渇

セ
ス

、
田
五

町

歩

二
漑

ク

、
モ

シ
旱

魃

二
至

レ

バ
各

渠

二
分
注

シ
テ

三

十
町
歩

二
及

フ
Ｊ

と
あ

り
、
ま

た
近
世

初
頭

の
寛
永

十

年
（

一
六
三

三
）、
上

杉
藩

に
よ

っ
て

開
削
さ

れ
た

西
根
上

堰
は

、
こ

の
涌

水
よ
り

高
所

に
堀
ら

れ
て

お
り
、

元

禄
十
三

年
（

一
七
〇
〇

）
の

『
桑
折

潘
鎖

森

山
村
差

出
帳
』

に
は

「
一
、
わ

く

水

。
址
ａ

西
大
窪

村

分

７
り
出
水

御
曜
侯

歟

。
壱

ヶ
川

之
内

従
弐
拾

日

、

夜

二
拾
晩

气

ｉ
村

二
面
水

引
申

侯
、

残

テ
咥
拾

日
（

西
大

窪
村

二
ぬ
先

年

ｊ

り
如
断

水
引

來
申

侯
。
一
、
右
わ

く

水

持
越

。
是

占
と
よ

（
樋
）

ｊ
ｌ
水

持
越

申

陝
。
右

植
木

茂
柘

植
伝
兵

衛

様

御
代
迄

名

、
所

々
御

林

二
而
陂

ド

置

侯

二
…

…

（
ド
略

）
」

と
あ
る

。

ま

た
、
明

治

七
年

（
一
八

七
四
）

に
、

森

山
村
と

西
大
窪

村

と
か
取

交
わ

し

た
、

「
西
人

窪
村

地
内

涌
水
引

取

約

定
取
替

証
文

」

に
も
、
同

様

な
内
容

の
取
決

め
か

な
さ

れ
て

い
る

。

こ

れ
ら
の

文

書
に
よ

れ
ば

、
涌
水

の
湧
水

地

が
西
大

窪
村
で

あ

る
に
ｔ

か
か

わ
ら
ず

、
か

ん
か

い
水

と
し

て

は
森
山
村

が

優
先
権

を

保
持
し
て

い

た
こ
と

か
知

ら
れ

る
と

と
む
に

、
涌

水

の
水
懸

地

五
町
歩

は
西

很
堰

開
削

加

よ
り

の
慣

行
に
よ

る
既
得

権
益

地

と
し
て
、

堰

人
刷
賢

か
免
除

さ

れ
て

い
た
。
ま

た

。
旱
魃

の
年

に
は
滑

川

を
樋

越

に
森

山
本
郷

の
水
田

に
か

ん

か

い
さ
れ

二

十
五
町
歩

に
お

よ
ん

だ

Ｉ
　

ゝ
　

゜
’
心
川
Ｗ
ｍ
Ｈ
心
承
旧
圦

た

と
き
～
て

り
る

な

ぶ
μ

史
』一７
．。川
气

こ

の
よ
う

な
、
慣

行
を

も

っ
て

い

た
涌
水

用
水

は
、

現
在
Ｊ

Ｒ

東

北
新

幹

線
の
蔵
王

ト

ン
ネ

ル
の
掘
削

に
よ

っ
て

枯
渇
し

た
、
貝
Ⅲ

簡
易
水

道

の

代
替

水
源

と
な

っ
た

た
め

。
昭
和

五

十
四

年
涌
水

か

ん
が

い
地
の
水

利
権

は
放
棄

さ
れ

、
西

根
堰

の
水
懸

地

に

繰
り

込
ま
れ

て

い
る

。

各

課

紹

介
　

７

水

道

課

餓
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
「
良
質
」
で
「
安

い
水
」
を
「
必

要
な
だ
け
」
供
給
す
る
と
い
う
水
適

夲
米
の
目
標
に
そ
っ
て
、
ｈ
水
道
と

貝
田
簡
易
水
道
及
び
渇
水
対
策
施
設

の
推
持
管
理
を
水
道
課
六
名
で
担
当

し
て

お
り
ま
す
。

－

主
な
仕
事

◇
業
務
係
（
二
名
）

・
業
務
統
計
に
関
す
る
こ
と

・
水
道
料
の
調
定
及
び
徴
収
に
関
す

る
こ
と

●
簡
易
水
道
組
合
、
水
道
協
会
の
連

絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

●
渇
水
対
策
運
営
に
闌
す
る
こ
と

◇
施
設
係
（
三
名
）

・
水
道
用
水
の
供
給
に
闃
す
る
こ
と

・
水
道
施
設
の
推
持
、
管
理
に
間
す

る
こ
と

●
給
水
装
置
に
関
す
る
こ
と

・

簡
砧
水
道
組
合
の
育
成
に
関
す
る

こ
と

・

渇
水
対
策
施
設
管
理
に
関
す
る
こ

平
成
元
年
度
水
道
事
業
は
普
及
率

九
六
％

、
給
水
人
口
八
．
七
〇
〇
人

現
在
施
設
能
力
一
日
最
大
給
水
延
四

一
〇
〇
㎡
を
有
し
一
日
平
均
配
水
最

二
、
五
八
〇
㎡
で
あ
り
、
当
面
の
必

要
餓
は
充
分
で
す
か
．
今
後
に
お
い

て
生
活
文
化
の
向
上
と
産
業
経
済
の

進
展
に
伴

い
そ
の
需
要
も
年
々
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
の
安
定

供
給
の
確
保
は
将
来
に
わ
た
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

平
成
十
年
配
水
予
定
の
摺
上
川
ダ

ム
よ
り
取
水
す
る
福
鳥
地
方
水
道
用
水

供
給
事
業
に
卩
最
六
、
五
〇
〇
㎡
の

参
加
を
し
水
量
の
確
保
と
事
業
の
近
代

化
を
推
進
し
．
住
み
よ
い
ま
ら
づ
く

り
の
た
め
町
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
課
員
一
同
努

め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

職 員 紹 介

水遭課長(雲内線220 )

大浪敏男

業務係(公内線22D

佐久|雌睛明・中山ミエ子

施設係(霤内線222 )

佐藤軒二・佐藤光男・赤坂 斎



”
光

るナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

バ
イ
ク
の
事
故
防
止
に

原
動
機
付
自
転
車
（
バ
イ
ク
）
一

種
（
五
十

に
）
に
、
交
通
事
故
防
止

対
策
と
し
て
、
光
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
十
一
月

盲

よ
り
交
付
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
は
、
夜
間
視
認
距
離
が
二
十
μ

程
度
で
し
た
か
、
断
た
に
交
付
す
る

光
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
ア
ル
ミ

製
で
夜
間
の
視
認
距
曜
は
六
十
Ｕ
程

度
に
な
り
、
バ
イ
ク
の
走
行
に
気
づ

き
や
す
く
交
通
事
故
防
止
に
役
立
つ

と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
交
付
対
象
は
、
新
規
登
録

車
か
ら
と
な
り
ま
す
。

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

運

動

推

進

月

間

粉
じ
ん
の
な
い

さ
わ
や
か
な

ま
ち
づ
く
り
を

も
う

皆

さ
ん

は
。
脱

ス

パ
イ

ク

タ

イ

ヤ
の
心
構

え

か
で
き

ま
し

た
か

。

ス
パ
イ

ク
タ
イ

ヤ

と
は
、

タ
イ

ヤ

に
金

属
製

の

ピ
ン

（
ス

パ
イ

ク
）
を

打
ち

込
ん

だ
も

の
で

、
凍
結

路
で
の

制
動

性
能

を
高

め
た

タ
イ

ヤ
で
す

。

わ

か
国
で

は
昭
和

四

十
年
代

の
中

ご

ろ

か
ら
、
積

雪

寒
冷
地

を
中

心
に

急

速

に
普
及

し
ま

し

た
。

し
か
し

。
曾

の
な

い
乾
燥

路
で

’ペ

バ
イ

ク

タ
イ

ヤ
を
使
用

す
る

と
、
路

面

が
削
ら

れ
粉

じ
ん

が
発
生

し
ま
す

。

こ

の
粉
じ

ん

が
風
な

ど
に
よ
・

て
舞

い
上

が
り

、
周

辺
住

民
の
健

康
に
彫

響
を

及

ぼ
し
ま
す

。

『
せ
き

込
む

』

一
た
ん
か

か
ら

む
』『
息

苦
し

い
』一
日

か

痛
む
』

な
ど

の
、

い
わ
ゆ

る

”
粉

じ

ん
公
害

”
が
そ

れ
で
す

。

違
反
者
は

十
万
円
以
下
の
罰
金

こ
う
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉

し
ん
に
よ
る
、
健
康
や
生
活
環
境
へ

の
悪
彫
響
を
防
止
す
る
た
め
、
今
年

の
六
月
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
法
（
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
兇
生
の
防

止
に
関
す
る
法
律
）
か
成
立
し
ま
し

た
．こ

の
法
律
は
、
粉
じ
ん
公
害
の
な

い
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
杜
会
の
実
現

を
日
指
す
も
の
で
．
環
境
庁
長
官
か

指
定
す
る
地
域
で
は
．
原
則
と
し
て

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
か
禁
止
さ

れ
ま
す
．
こ
れ
に
違
反
し
た
人
に
対

し
て
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
か
科

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

冬
の
主
役
は

ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ

ヤ
に

一
方
、
国
の
公
害
等
調
整
委
員
会

の
調
停
に
よ
り
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

は
今
年
の
十
二
月
末
で
製
造
か
中
止

さ
れ
、
来
年
三
月
末
に
は
販
売
も
中

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
コ

ヽ
冬

用
タ
イ
ヤ
の
主
役
と
し
て
登
場
す
る

の
か
ス
タ

″
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
す
。

ス
タ
ｙ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ス
パ
イ

ク
を
使
わ
な
い
で
凍
結
路
な
ど
で
の

走
行
性
能
を
可
能
な
か
ぎ
り
高
め
た

タ
イ
ヤ
で
す
．
低
岨
で
も
硬
く
な
ら

な
い
特
殊
配
合

ゴ
ム
を
使
い
、
満
の

形
な
ど
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
、

普
通
の
富
道
で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

と
同
樫
度
の
性
能
を
発
揮
し
ま
す
．

そ
の
性
能
は
年
々
向
上
し
て
お
り
．

急
発
辿
を
し
な
い
、
控
え
め
な
ス
ピ

ー
ド
で
走
行
す
る
な
ど
の
タ
イ
ヤ
の

符
性
を
踏
ま
え
た
連
転
操
作
を
行
え

ば
．
冬
道
で
の
安
全
運
転
か
十
分
可

能
で
す
．

粉
じ
ん
公
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
対
し
て
み
ん

な
か
理
解
を
深
め
、
協
力
を
す
る
こ

と
か
非
常
に
重
要
で
す
．、
十
二
月
は

『
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月

間
』
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ギ
ャ
ン

．ヘ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
．
今
年
の
冬

は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
ス
タ
″
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
に
切
り
替
え
、
粉
匕
ん

公
害
の
な
い
住
み
よ
い
環
境
を
み
ん

な
で
っ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
．

無
料

開
放

白
鳥
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

自
鳥
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
（
ゴ
ル
フ

練
習
場
）
で
は
、
次
の
と
お
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
無
料
開
放
い
た
し
ま

す
・

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
場
　
所

自
鳥
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

（
２
階

・
2
0
打

席
）

▼
無
料
開
放
日

平

成
２

年
1
2
月
1
1
日
（
火
）

平

成

３
年
１

月
1
1
口
（
金

）

平
成

３
年
２

月
2
1
日
（
木

）

平
成

３
年

３
月
1
1
日
（
月

）

▼
畤
　
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
資

格

国
見
町
民
で
あ
る
こ
と

▼
内
　
容

一
人
コ
イ
ン
３
枚
ま
で
（
Ｉ
コ
イ

ン
は
ボ
ー
ル
5
0ケ
）
二
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
は
、
コ
イ
ン
５
枚
ま
で

無
料
。

特
設
人
権
相
談
所

を
開
設

1
2月
４
日
か
ら
1
0日
ま
で
は
、
第
4
2

回
「
人
権
週
間
」
で
す
。
町
で
は

福
島
地
方
法
務
局
、
福
鳥
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
と
共
催
し
、
次
の
と
お

り
無
料
特
設
相
駁
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ

い
・

相
談
内
容
は
す
べ
て
秘
密
で
無

料
で
す
。

相
談
以
は
、
人
権
擁
護
委
貝
お
よ

び
法
務
局
職
員
で
す
。

▼
日
　
時

平
成
２
年
1
2
月

３

日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午

後

３
時

▼
場
　
所

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー



国

民

年
金

こ
ん
な
と
き
種
別
の
変
更
・

確
認
の
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
い

わ
ゆ
る
『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
』

は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
と
結
婚
し
、

被
扶
養
者
と
な
っ
た
と
き
、
ま
た

は
離
婚
し
た
と
き

②
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
、
ま
た

は
退
職
し
た
と
き

③
本
人
か
麓
職
し
た
と
き
、
ま
た
は

退
職
し
、
配
偶
者
の
被
扶
養
者
と

な
っ
た
と
匁
ヽ
。

④
配
偶
者
が
六
十
五
歳
に
遣
し
、
被

用
者
年
金
の
被
保
険
者
で
な
く
な

っ
た
と
き

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
ま
す
と
『
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
』
と
し
て
の

記
録
か
残
ら
な
い
の
で
、
将
来
年
金

か
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
届
け
出
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

雇
用
保
険

’
さ
わ
や
か
時
給
‘
推
進
月
間
｀

ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
い
受
給
を

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
て

い
る
人
は
。
正
し
い
申
告
を
し
て

い

ま
す
か
。
仕
事
に
就
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
申
告
せ
ず
に
失
業
し
て

い

る
と
偽
っ
て
。
不
正
に
失
業
給
付
を

受
け
る
な
ど
と
い
っ
た
不
正
行
為
か
、

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
の
が
現

状
で
す
。

求
職
活
動
を

行
う
場
合
の
援
助
金

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労
働

者
か
失
業
し
た
場
合
、
そ
の
人
の
生

活
を
安
定
き
せ
、
求
職
活
動
に
専
念

で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
、
早
期
に
再

就
職
で
き
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
離
職
す
れ
ば
必
ず

支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

求
職
活
助
を
行
う
場
合
に
の
み
、
そ

れ
を
援
助
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま

す
。こ

の
失
業
給
付
は
、
労
働
者
お
よ

び
雇
用
者
か
負
担
す
る
保
険
料
や
、

国
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

不
正
行
為

に
は

倍
額
返
還

な
ど
の
重
い
処
分

不
正
受
給
と
は
。
本
来
、
失
業
給

付
を
受
け
ら
れ
る
状
態
に
な

い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
虚
偽
の
申
告
そ
の
ほ

か
不
正
な
予
段
に
よ

り
て
、
失
業
給

付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
を

い
い
ま

す
。こ

う
し
た
不
正
行
為
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
検
出
や
安
定
所
の

調
査
、
さ
ら
に
は
外
部
か
ら
の
情
報

提
供
に
よ
り
必
ず
発
見
さ
れ
、
不
正

受
給
金
の
倍
額
返
還
な
ど
の
重

い
処

分
を
受
け
ま
す
．
し
か
し
こ
の
よ
う

な
不
正
は
．
な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
．

労
働
省
で
は
．
十
一
月
を
「
雇
用

保
険

”さ
わ
や
か
受
給
”
推
進
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
．
受
給
資
格
者
お

よ
び
事
業
主
を
は
じ
め
．
広
く
皆
さ

ん
に
凧
用
保
険
制
度
を
正
し
く
理
解

し
て

い
た
だ
き
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

受
給
す
る
よ
う
、
啓
発
活
動
な
ど
を

行
う
の
が
目
的
で
す
．

今
月
の
納
税

十
一
月
は
．
固
定
資
産
税
（
第
四

期
）
、
伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

（
後
期
）
、
伊
達
西
部
土
地
改
良
区

賢
（
後
期
）
の
納
税
の
月
で
す
．

お
忘
れ
な
く
、
納
期
内
（
十
一
月

三
十
日
）
ま
で
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
．

戸籍 の窓口
(10月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会

謙 司(け ん じ)斎藤 正美 耕　 谷

由番李(ゆ か り)角田栄治郎 源宗山西

笑紀子くみ き こ)紺野 良一 本　 町

光( ひ か る)榊枝　 仁 源宗山西

愛 唯(め　 い)鈴木 秀雄 川　 内

隆 博(たかひろ)大沼 隆雄 桝　 谷

哲 也(て つ や)松浦 秋男 築　 舘

能 磨(の う ま〉仲野 達也 泉 田 中

泰 玄(やすのり)菅野 俳朗 内 谷 東

那 奈(な　 な)佐久聞義美 第　 一

愛 災(ま な み)凧田 芳浩 泉 田 下

正 章(まさあき)佐藤 邦彦 石母田衣

結婚おめでとうございます

氏　　名
大 槻　　敏
深 田 紀 子
阿 部 孝 男
佐 ● 優 子
菊 地 喜 伸
鈴 木 弥千代

町内会

山崎小舘

糲 鳥 市

象 田 Ｔ

桑 折 町

石毋嬲原

曄 原 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

小 野　ミサヲ　　73　　 第　 一

松 浦　カネヨ　　77　　 石母田原

吉 川　ヨシイ　　89　　 高　 墟

後 藤 廊 治　　66　　 川　 内

高 橋 市三郎　　81　　 山 崎 北

近 野　　 餓　　64 ）　 第　 一

佐 藤 褞 蹲　　88　　 本　 町

人口 と世帯
11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　

・ｙ
　

口

･男5  , 7 人 ( 十 5 )

一女6  靆 53人(  十 幻

耆11,895 人(  十 料

世帯 数2  , 949戸(  十 1 )

転　入20 人

転 出　18人

出　生12 人

死　亡　７人

11月　霜月（しもつき）

･22日（木）小 雪

･幻 日 ( 金）動労感謝の日

2811（水）税関記念11

12月　師走（しわす）

１日（土）歳末助け合い運動

４日（火）人権週間

7 日 ( 金 ) 大 習

８日（二1二）針供養　　　　7

日 (土）年賀郵便特別扱

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相談 室｛柬●人口からお入り下さい｝

時 間： ９時 ～12 畤

こまったことや、相破ごと がありましたら、

お気軽 にご相破下さい。 秘密は絶対に守り ます。

C相該員〕

ｎ月 日 ( 木）菊地 平助・井砂喜代子

12月５日（水）吉田　三夫・安藤　トヨ

12月15  日 (土〉阿部 俊恒・佐藤 八重子



公
民
館
だ
よ
り

国見町 公民 館

08 5 一 2 6ワ６

（有）４15 ６

高
齢
者

婦
　
人
運
動
会
が
行
わ
れ
る

町
恒
例
の
高
齢
者
、
婦
人
運
動
会

か
。
十
月
十
日
午
前
八
時
半
か
ら
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し

た
。

前
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨
も
上
が

り
、
好
天
の
下
で
約
三
百
人
か
参
加

し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

大
会
艮
の
蓬
田
教
育
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
の
冨
永
武
夫
町
畏
、
松
浦

義
男
町
議
会
議
長
、
佐
藤
忠
美
文
教

厚
生
常
任
委
員
長
の
睨
辞
が
あ
り
、

そ
の
後
準
備
運
動
の
ラ

ジ
オ
体
操
を

行
い
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

団
体
七
稀
月
、
豚
追
い
競
争
、
大

島
ア
ン
コ
、
ケ
ツ
圧
測
定
の
個
人
種

目
等
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
八
回
町
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

斎
藤
　
正
美

今
年
で
八
回
目
を
迎
え
た
町
長
杯

大
会
は
、
十
月
四
日
、
五
日
の
両
日
、

公
民
館
前
と
後
の
二
つ
の
コ
ー
ト
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
日
和
で
。
開
会

式
に
は
冨
永
町
長
さ
ん
の
睨
辞
を
噴

き
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
宣
誓
は
八

十
三
歳
の
若
き
頑
張
り
屋
、
志
村
良

七
さ
ん
の
力
強
い
宣
誓
で
開
幕
し
ま

し
た
。
初
口
九
チ
ー
ム
。
二
日
目
八

チ

ー
ム
と
各
方
郎
か
ら
精
鋭
十
七
チ

ー
ム
か
参
加
し
、
激
戦
か
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

前
や
は
予
戦
リ
ー
グ
で
す
が
、
二

日
目
の
午
後
か
ら
は
四
プ
ロ
ｙ

ク
か

ら
の
勝
上
が
り
の
四
チ

ー
ム
激
突
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
入
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
く
し
く
も
山
崎
長
寿
会
同

志
の
対
戦
と
な
り
。
山
崎
長
寿
会
Ｂ

チ
ー
ム
か
優
勝
し
ま
し

た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優

併
　
山
崎
長
寿
会
Ｂ

凖
優
勝
　
山
崎
長
寿
会
Ｃ

第
三
位

藤
田
第
二
長
寿
会

″
　

あ
ぷ
く
ま
Ａ

▲高齢者・婦人運簡会

▲罵８回町長杯争翼ゲートボール大会

中
学
校
柔
道

伊
達

方

部

新
人

大

会
で

活

躍

団
体
　
準
優
勝

個
人
　

三
陪
轅
で
侵
勝

中
学
校
に
柔
道
郎
か
も
う
け
ら
れ

て
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
．

中
学
校
に
は
柔
道
場
が
な
く
、
毎

日
、
町
体
育
館
を
道
場
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
先
生
と
中
学
校
の
先
生
の

指
導
で
、
部
貝
三
十
数
名
が
六
時
ま

で
の
二
時
間
汗
を
流
し
て
枝
の
研
究
、

力
最
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

六
月
の
大
会
で
は
団
体
三
位
。
個

人
は
軽
最
、
中
軽
量
、
重
量
級
で
各

一
名
入
賞
す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し

べ
今
回
は
練
習
の
成
果
か
実
り
、
驚

く
べ
き
成
績
を
収
め
話
題
と
な
っ
て

い
ま
す
、
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（

団

体

）

「
ブ
ロ
ソ
ク
　
一
位
」

県
北
中
　
４
対

―
　
桃
陵
中

県
北
中
　
３
対
１
　
松
鵬
中

『
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
凖
優
勝
』

県
北
中
　
２
対
１
　
梁
川
中

県
北
中
　
２
対
３
　
霊
山
中

（

個

人

）

○
軽
々
最
級
　
三
位

秦
　
龍
宏

○
軽
量
級
　

優
勝

本
田
太
郎

○
軽
中
低
級
　
優
勝

安
積
裕
也

″
　
　

三
位

鈴
木
有
正

○
巾
最
級
　
　

二
位

高
橘

亨

″
　
　

三
位

菊
地
　
孝

〇
重
星
級
　

優
勝
　

高
橋
竜
也

○
一
年
軽
中
皿
級
県
北
地
区
選
手
横

代
表
　
　
　
　
　

佐
藤
友
哨

上
位
入
賞
者
は
十
月
二
十
一
日
沺

福
島
市
立
信
陵
中
学
校
で
行
な
わ
れ

た
県
北
地
区
選
手
権
大
会
に
伊
遠
方

部
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
福
島
、

安
達
地
区
代
表
者
と
対
戦
し
、
各
階

級
で
褥
戦
し
ま
し
た
。

特
に
軽
量
級
本
田
太
郎
君
か
み
ご

と
優
勝
し
県
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
磨
き
を
か

け
。
た
く
ま
し
く
。
が
ん
ば
る
中
学

生
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲栄冠を手にする選手の簫さん

スポーツだより

◇町民テニスコート通年夜間開放
このたぴ、国見町運助公園管理規則の一郎改正

により、町民テニスコートの夜間使用は、ｎ 月か

ら年間を通して開放することになりました．
ただし、年末年始の期間及び休館日、悪天献都

のときは．健用できません．使用時聞は午後９時

までです．
艙唐づり1 のため、皆膳どうぞ、ご利川下さい．

○町長杯家庭バレーポール大倉

と　き　 月 9 日 ( 日 )
ところ 町民体育館



ガ
ー
ナ
人
か
ら

見

た

日

本

人

安
孫
子
光
夫

国
際
理
解
教
室
の
第
一
回
は
、
十

月
二
十
七
日
午
後
七
時
半
か
ら
、
公

民
郎
二
階
第
一
会
議
室
で
閧
か
れ
、

講
師
は
、
ガ
ー
ナ
人
の
コ
ラ
マ
リ

ー

ロ
ー
ズ
さ
ん
で
、
生
徒
は
約
二
十
人

で
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
こ
と
に
は
、
流
暢
な

日
本
語
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
を
す
る

こ
と
で
し
た
・

コ
ラ
マ
リ
さ
ん
は
身

長
一
メ
ー
ト
ル
七
十
と
か
の
、
立
派

な
体
格
の
女
性
で
、
年
齢
は
秘
密
と

い
う
こ
と
で
し

た
が
、
ガ
ー
ナ
の
大

学
か
ら
文
部
省
の
退
抜
試
験
に
合
格

し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
二
人
の
う

ち
の
一
人
と
の
こ
と
で
、
素
睛
ら
し

い
頭
脳
の
持
主
の
よ
う
に
思
っ
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
仙
台
で
、
わ
ず

か
半
年
の
日
本
語
勉
強
の
あ
と
。
鰄

島
大
学
経
済
学
部
で
一
年
の
教
育
だ

け
で
、
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、
漢

字
も
書
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

当
日
は
ガ
ー
ナ
の
民
族
衣
裳
を
身

に
つ
け
て
教
壇
に
立
た
れ
た
か
、
豊

か
な
顔
の
コ
ラ
マ
リ
さ
ん
は
。
何
を

話
す
の
か
。
生
徒
た
ち
は
興
味
を
持

っ
て
そ
の
口
元
を
見
つ
め
た
。
だ
か

第
一
声
は
意
外
な
言
葉
で
し
た
。

そ
れ
は
。
成
田
空
港
に
着
い
た
時
、

日
本
人
の
「
「

イ
」
と
い
う
言
葉
を

き
い
て
、
非
常
に
お
そ
ろ
し
さ
を
お

ぽ
え
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

と
い
う
の
は
、
ガ
ー
ナ
で
の

『
「

イ
」

は
動
物
を
迫
う
時
に
使
う
言
葉
な
の

で
、
日
本
は
未
開
の
国
で
、
動
物
か

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
の
次
が
、
日
本
人
の
人
達
と
撮

っ
た
写
真
を
ガ
ー
ナ
の
父
母
に
送
り

た
と
こ
ろ
、
お
前
は
ま
だ
子
供
の
気

分
が
抜
け
な
い
で
。
日
本
の
子
供
た

ち
と
遊
ん
で
い
る
の
か
？

と
浦
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
あ
こ
れ
ら
は
、
あ
る
程
度
ジ
ー

ー
ク
的
な
お
話
で
は
あ
っ
た
か
、
次

の
こ
と
は
い
さ
さ
か
考
え
さ
せ
ら
れ

た
言
葉
で
し
た
。

そ
れ
は
、
日
本
人
の
瀘
葉
は
あ
い

ま
い
で
、
真
実
性
に
欠
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
う
わ
べ
だ
け

で
、
内
容
の
伴
わ
な
い
、
言
行
不
｛

敖
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
具
体
的
に
い
う
と
、
「
困

・
た
時
に
は
な
ん
な
り
と
言
っ
て
來

て
下
さ
い
」
と
誰
も
か
言
う
か
、
こ

れ
は
単
な
る
お
ぎ
な
り
の
言
葉
で
、

実
際
的
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
な
の

で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
一
部
の
人
の
こ

と
で
、
日
本
人
の
全
体
像
で
は
な
い

に
し
て
も
こ
う
し
た
こ
と
か
日
本
人

全
体
の
印
象
を
。愍
ぐ
し
て

い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
国
際
交
流
の
中
で
、
日
本
人
と
し

て
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
、

こ
の
他
に
も
数
多
く
あ
ろ
う
で
あ
る

こ
と
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

▲コラマリ・ロ ーズさんを囲んで

成
人
学
級

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

亀
岡
　

文
英

去
る
拍一
月
2
4・
2
5の
一
泊
二
日
の

研
修
旅
行
に
総
勢
2
5名
が
参
加
敖
し

ま
し
た
。
主
な
見
学
場
所
は
、
桐
生

織
物
セ
ン
タ
ー
・
白
糸
の
滝
・
洩
間

高
原
鬼
押
出
し
園
・
鎌
原
観
音
堂
・

白
根
山
・
金
精
峠
・
戦
場
ケ
原
・
中

禅
寺
湖
・
華
厳
の
滝
の
見
学
で
宿
泊

は
草
津
温
泉
で
あ
り
ま
し

た
。

旅
は
何
時
で
ｋ
楽
し
い
も
の
で
あ

り
新
し
い
知
識
も
得
ら
れ
、
そ
し
て

一
囀
の
親
睦
も
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

特
に
今
回
の
研
修
旅
行
は
時
間
的
に

も
紅
葉
の
最
盛
期
に
当
り
、
行
く
先

々
の
山
は
燃
え
、
す
ば
ら
し

い
眺
望

で
あ
り
、
心
に
残
る
研
修
旅
行
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
旅
行
コ
ー
ス
は
。
数
多

く
の
人
々
が
旅
し
た
処
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
か
、
コ
ー
ス
の
一
部
に
触

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
に
鬼
押
出
し
園
で
あ
り
ま
す
。

天
明
一
二
年
の
浅
間
山
大
爆
発
の
際
に

流
れ
出
た
溶
岩
の
冷
え
固
っ
た
溶
岩

原
で
、
す
さ
ま
じ
い
奇
怪
な
風
景
が

ひ
ら
け
て
す
ぱ
ら
し
い
景
観
と
な
っ

て
お
り
、
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
処
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
か
げ
に
は
鎌
原
村

（
現
嬬
恋
村
鎌
原
地
区
）
の
大
き
な
犠

牲
か
あ
り
ま
す
。
住
民
の
犠
牲
者
欽

は

匸
二
七
〇
余
人
と
も
言
れ
、
そ
の

他
家
畜
、
民
家
等
す
べ
て
泥
流
の
下

に
う
ず
ま
り
、
一
村
全
滅
に
ひ
と
し

い
大
被
害
を
こ
う
む
・
た
所
で
、
な

か
で
も
鎌
原
観
音
堂
が
有
名
で
あ
り

ま
す
。
石
段
の
欽
一
五
〇
段
余
の
内

一
三
〇

段

余
が
泥

流
の
下

に
な

り
、

現

在
十

七
段

が
残

っ
て

い
る
の

み
で

噴

火

の
す

さ
ま
じ

さ
が

わ
か
り

ま
す

。

草

津
白
根

山
は

、
活

火
山
の

自
損

山
（
二

一
六

二

ｍ
）
と

、
＊

白

根
山
　

（
ニ

ー
七
六

ｍ

）
の
双
子

火
山

か
ら

な
っ

て

い
る
と
言

わ
れ

、
古

く
か
ら

山
岳

信
仰

の
霊
場

と

さ
れ
て

い
た
と

言
わ

れ
ま

す
。

山
瓜

に
は

、
政

経
一
㎞

に

お
よ

ぶ

大
火

口
、
そ

の
中

央

に
直

経
二

〇
〇

ｍ
の

湯
釜

が
あ

り
、
湖

底
か

ら
温
泉

か
湧

出
し

て
お

り
。
こ

の
壮
観

は
霧
　

｛

ヴ
ス
｝

の

た
・
め
な

か
な
か

見
れ
な

い
と
言
わ

れ
て

い
ま
す

。
私
達

一
行

も

刄
非
見

た

い
も
の

と
念
じ

バ
ス

に

揺

ら
れ

な
が

ら
登
り

始

め
た
か
、
下

か
ら
眺

め
る

と
霧

が
一
面

に
か
か

り

山
頂

は

全
く

見
え

な

い
。
山
噴
近

く

ま
で

登
る

と
嘘
の
よ

う

に
晴
れ
亘

り
、

湯

簽
の
エ

メ
ラ
ル

ド
色

の
水
そ
し

て

。

周
囲

の
荒
涼

た

る
岩
原

な
ど
、
す

ば

ら
し

い
景
観

を
眺

め

る
こ
と

が
で

き

、

ほ
ん

と
う

に
幸

運
で
あ

り
ま
し

た
。

研

修
旅

行
等

に
参
加

し
て
常

に
思

う

こ
と
は

、
好
天

に
恵

ま
れ

る
こ

と

は
も

と
よ

り

。
見
学

、
参
観
す

る
史

跡

名
所

の
起
源

、
或

い
は
由

来
等

の

詳
細

な

資
料

（
し

お
り
）
で

事
前

に

知

る
こ

と
に
よ

り

、
そ

の

旅
行
の

良

さ
、
楽

し
さ

か
倍
加

さ
れ

る
も
の

と

思

い
ま
す

。

今
回

の
研
修

旅
行
は

、

意

に
叶

い
。
す

ば
ら
し

い
旅
を
す

る

こ
と

か
で
き

ま
し

た
。

・ 鬼押出し圖で記念撮影



サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
に

お
お
よ
ろ
こ
び

藤
田
保
育
所
の
子
ど
む
た
ち
か
十

月
二
十
四
日
、
桑
折
緑
風
園
の
『
ふ

れ
あ
い
農
園
』
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

五
月
に
緑
風
園
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
笛
植
え
を
し

た
も
の
で
、
大
き
く
育
つ
の
を
楽
し

み
に
し
て

い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
畑
の
中
に
入
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
。
土
の
中
か
ら
つ
ぎ
っ
ぎ

と
振
り
起
こ
さ
れ
た
イ
モ
を
見
つ
け

て
は
歓
声
を
上
げ
て
大
喜
び
。
人
き

な
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
、
持
参
し
た

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど

つ
め
て

い
ま
し
た
。

イ
モ
掘
り
の
あ
と
。
用
意
さ
れ
た

サ
ッ
マ
イ
モ
を
さ
っ
そ
く
ご
ち
そ
う

に
な
り
、
子
ど
も
た
ら
は
歌
や
遊
戯

を
披
露
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

貫
通
を
祝
う

～
下
水
道
県
北
処
理
μ

～

阿

武
隈

川
流

城
下
水

道
県

北
処
理

区

の
左
岸
幹

線
下

水

道
敷
設
工

事
の

貫

通
式

が
十
月

十
六
日

、
徳
江

地
内

の
地
下

工

事
現

場
で

行
わ

れ
ま
し

た
．．

こ
の
工

事

は
、
福

島
市

と
国
見

、

桑

折
、
伊

達

。
保
原

、
梁
川

の
五

町

の
阿
武
隈

川
水

質

保
全
と
生

活
環

境

改

袴
を
ｎ

的

に
、
流

域
下
水

道
の

整

佩

を
行
う

し

の
で

、
昭
和
五

十
九

年

度

か
ら

県
か
事

業
を

進

め
て

い
る
も

の
で

す

。
今

回
の
貫

通
は

。
左

岸
幹

線
一
Ｔ

六
・
六
ｓ

。
の

。
部
で
、
約

。
・

一

～
。

徳
江
地

区

に
は
県
北

浄
化

セ

ン
タ

ー
も
建

設
さ

れ
、
平
成

五
年

の

一
部
供

用
開
始

を

目
指
し
て

い
ま

す

。

地
下
工

事
現

場

坑
内
で

行
わ

れ
た

貫

通
式

に
は

、
県

、
町

。
町
議
会

、

工

事
関

係
者

な

ど
約
四
十

人
が

出
席
、

発
進
坑

か
ら

人

。
た
益
子
恵

治
福

島

県
上
木
郎

長

が
最

後
の
壁

に
穴
を

開

け

貫
通

の
儀

を
行
［

た
後

。
到
達

坑

で

待

ご

ヽ
い
た
冨
永

町

長
と
握

手
。

鏡

割
り

に
続
き

、

全
員
で
乾

杯

し
、

貫

通
を

睨
う

と

と
も
に
、

令
工
恥

の

早
期
完

成
を

祈
願

し
ま
し

た

。

▲もう入らないよう

Ａ貫通を観い、乾杯の音頭を取る冨永町長

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

き
れ
い
に

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
佐
久

間
偏
会
長
）
と
、
交
通
安
全
協
会
桑

折
支
部
藤
田
部
会
（
鈴
木
光
会
長
）

の
会
以
の
皆
さ
ん
は
十
月
十
四
日
。

藤
田
部
会
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
約

百
か
所
の
力
－

ブ
ミ
ラ
！
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
二
十
三
名
の
皆
さ
ん

か
参
加
し
、
午
的
六
時
か
ら
約
二
時

間

に
わ

た

り
清

掃
、
汚

れ

か
目
立

っ

て

い
た
カ

ー
ブ
ミ
ラ

ー
は
す

。
か
り

き
れ

い
に
な

り
ま
し

た

。
浦

掃

に
参

加
し

た
皆
さ

ん
は

、「
女
差

点
で

の
事

故
防
ｉ

に
、

少
し
で

も
役

立
て

ば
・：

」

と
話

し
て

い
ま
し

た
。

▲きれいになりました

第
２
回

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

緑
上
さ
ん
優
勝

第
二
同
国
見
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

か
十
一
月
十
一
日
、
町
内
の
在
住
・

在
勤
者
百
六
名
が
参
加
し
、
白
鳥
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
一
ハ

ホ
ー
ル
・

六
、
八
二
じ
ヤ
ー
ド

ー
パ
ー
七
二
）

で
盛
大
に
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
一
ハ
ホ
ー
ル
・
又
ド
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ
ル
ベ
リ
ア
方
式
で

行
わ
れ
、
緑
上
松
男
さ
ん
が
七
一
・

六
の
好
ス
コ
ア
を
マ
ー
ク
し
、
兄
串

優
勝
し
ま
し
た
。

《
大
会

の
結
果

》
　
　

｛

敬
称

略
ｙ

優

勝
　
　
　

緑
上
　

松
男

準

優
勝
　
　
　

庄

司

光
男

第
一
位
　
　
　

古

内

賢
藏

第

二
位
　
　
　

佐

藤
　

彰
夫

第
三
位
　
　
　

奥
山
　

宏

ベ
ス
ト

グ
ロ

ス
　

荒
木

輝
征

▲ ナイスショット./

編
集
日
記

〇
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
。
各
地

か
ら
初
雪
の
便
り
も
届
き
、
い
よ
い

よ
冬
将
軍
の
到
来
を
感
じ
ま
す
。
季

節
の
変
わ
り
日
、
か
ぜ
な
ど
ひ
か
な

い
よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

０

．
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
劒
‘・

Ｕ

。
卜
一
月
一
日
、
初
冬
の
風
物
詩

と
も
い
え
る
「
東
日
本
縦
断
駅
伝
」

か
岡
見
町
を
通
過
。
国
見
中
継
所
に

も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
っ
め
か
け
、
盛

ん
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
鍛
え
抜

か
れ
た
選
手
の
走
り
に
思
わ
ず
感
激
。

宛
行
・
ｇ

輿

国
兇
町
企
．鹵
商
工
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兇
町
大
字
蒔
田
字
一
丁
Ⅲ
二
２
の
１

・

九
六
九
１

．
七
　

ａ

（
Ｏ
二
四
凡
Ｔ
八
五
‐
’
Ｊ

‘
・
・
　へ
代
表
）

わ

だ

い
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